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◉鳥人間プロジェクト◉ 2019年度
地区懇談会が
開催されます！

ご案内

2019年度事業計画
第45回定期総会・講演会
入学宣誓式・新入生懇談会
保護者向け就職講演会
就職個別懇談会
…など

ご報告「鳥人間コンテスト
2019」出場！

学生有志新入生歓迎プロジェクトの学生
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動画
配信中

　　　 にAR機能がつきました　下記の手順でぜひアプリをダウンロードしてください。

AppStoreまたはGooglePlayで
「あるぞうくん」を検索してください。

ARアプリ「あるぞうくん」を
ダウンロードする

STEP1

※ 一部のスマートフォン・タブレットではご覧いただけない場合があります。※ AR コンテンツの視聴期間は予告なく終了させて頂く場合がございます。予めご了承ください。

「あるぞうくん」アプリを起動
し、右記専用QRをスマホ等で必
ず読み取ってください。

専用QRを読み込む
STEP2

左のマークが付いている写真
全体にかざすとARコンテンツ
が楽しめます。

ARコンテンツを見る
STEP3

　Society5.0 と呼ばれる経済社会を迎える中で、「人生 

100 年時代」、「全ての人が元気に活躍し続けられる社会」

という概念が大きな意味を持つようになってきました。大阪

産業大学から学位を授与された人々が、卒業後の長い人生の

それぞれの時点で活躍するためには有用なスキルを在学中に

身に着けておく必要があります。安心して暮らすことのでき

る社会を担う人材に必要なスキルと言われているのが「テク

ニカルスキル（業務遂行能力）」、「ヒューマン・スキル（対

人関係能力）」、「コンセプチュアルスキル（概念化能力）」に

代表されるポータブル・スキルです。

　その中でも、社会環境の変化の中でも変化しない「ヒュー

マン・スキル（対人関係能力）」を在学中に特に育んでくだ

さい。

　このスキルは、「自分だけで完結するものではなく、自分

以外の相手がいる際に必要な力」、すなわち「人と協働して

目標を達成するために必要な能力」と言えます。このスキル

は、非常に幅が広いですが、「自己の内面に関わる能力」と「対

外的な能力」に大きく分けることができます。

自己の内面に関わる能力

①ヒアリング力：自分だけでなく相手のことをしっかりと理

解するために丁寧に耳を傾けて一緒に相手の良いところや、

アイディアを一緒に紐解いていくことができる力

②ロジカルシンキング力：問題を分解・整理し理解を深める、

仮説を立て、検証し、結論を導き出し、考えを相手に分かり

やすく伝えるための力

大阪産業大学  学長　　中村  康範

学長からのご挨拶

大阪産業大学在学中に「ヒューマン・スキル」を育み
ポータブル・スキルを身に付けて下さい

③コミュニケーション力：一人ひとりの性格を把握したうえ

で適切な接し方ができる力

対外的な能力

④説得・交渉力：対立・異なる意見などを上手に合わせて、

円滑かつ効率的に進める力

⑤プレゼンテーション力：自分の意見を相手に伝えるために

目的やメリット・デメリットを的確かつ端的に伝える力

⑥向上心：常に現状に甘んじることなく、より良いものを目

指し、前向きにスキルを磨き続ける力

⑦リーダーシップ：チームのメンバーを纏
まと

め、ビジョンを明

確にして、率いていくことができる力

　在学中、常にこれらの力を付けることを意識し、「自身の

成長を自覚しつつ」学び続け、ポータブル・スキルを確立し

てください。
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　　　　「Parents ←→Osaka Sangyo University」
「後援会だより」は、保護者と大阪産業大学をつなぐコミュニティ誌です。

CONTENTS

01　学長からのご挨拶
02　鳥人間プロジェクト
03　大産大後援会って Q&A 
04　支部だより／会長就任のご挨拶
05　令和元年度事業計画 

06　第45回定期総会
07　入学宣誓式
08　新入生保護者懇談会
09　定期総会
10　保護者向け就職講演会＆就職個別懇談会

11　2019年度地区教育懇談会まもなく開催
12　平成30年度卒業式
13　学食リニューアルオープン＆90HALL
14　保護者ポータルサイトのご紹介
　　  編集後記

『第42回鳥人間コ
ンテスト2019』

 滑空機部門 出場！
3年
ぶり

プロジェクト共育「
鳥人間プロジェク

ト」

「
鳥
人
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
３
年
ぶ
り
に

「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
齋
藤 

魁
さ
ん
（
工
学
部
電
子
情
報
通
信
工
学
科
３
回
生
）
に

意
気
込
み
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
ず
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
を
お
聞
き
し
ま
す
。

「
読
ん
で
字
の
如
く
、『
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
出
場

と
、
記
録
の
更
新
が
目
標
で
す
。
さ
ら
に
航
空
力
学
の

学
習
や
機
体
制
作
技
術
を
通
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の

基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。」
と
い
う
事
で
し
た
。

現
在
18
名
の
メ
ン
バ
ー
で
、
み
ん
な
で
設
計
し
た
機

体
を
「
翼
班
」「
コ
ク
ピ
ッ
ト
班
」「
カ
ー
ボ
ン
班
」
に
分

か
れ
、
機
体
を
制
作
中
と
い
う
事
で
し
た
。

昨
年
・
一
昨
年
と
出
場
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て

「
正
直
み
ん
な
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
で
も
毎
週
集
ま
っ
て

反
省
や
話
し
合
い
を
も
っ
て
、
個
人
個
人
の
目
標
を
チ
ー

ム
の
目
標
へ
と
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
結

果
が
今
回
の
出
場
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
機
体
の
設
計
や
安
全
面

だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
の
特
徴
や
意
気
込
み
な
ど
Ｐ
Ｒ

要
素
も
出
場
資
格
に
重
要
な
よ
う
で
、
メ
ン
バ
ー
の
結

束
が
出
場
に
繋
が
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

な
ぜ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
の
か
？ 

と

お
聞
き
し
た
ら
素
敵
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
聞
け
ま
し
た
。

「
３
年
前
、
高
３
の
受
験
生
の
夏
、
受
験
勉
強
で
疲
れ

気
味
で
し
た
。
そ
ん
な
時
両
親
か
ら
「
鳥
人
間
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
見
に
行
か
な
い
か
と
誘
わ
れ
息
抜
き
に
見
に

行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
丁
度
、大
産
大「
鳥
人
間
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
出
場
し
て
い
て
、
実
は
兄
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
飛

び
ま
し
た
。
凄
い
盛
り
上
が
り
に
感
動
し
て
大
産
大
に

入
学
し
て
「
絶
対

参
加
す
る
ぞ
」
っ

と
、
入
学
式
の
次

の
日
に
参
加
し
ま

し
た
（
笑
）。」

そ
ん
な
齋
藤

君
は
、何
と
今
回
、

お
兄
さ
ん
に
続
い

て
パ
イ
ロ
ッ
ト
を

務
め
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
ハ
ン
グ
グ
ラ

イ
ダ
ー
教
室
で

訓
練
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
一
番
つ
ら
い
の
は
「
減

量
」
だ
そ
う
で
す
。

取
材
日
（
５
月
下
旬
）
は
、
ま
だ
機
体
の
組
み
立
て

作
業
中
で
し
た
が
、
今
後
の
予
定
を
聞
き
ま
し
た
。

「
６
月
中
旬
に
、
白
浜
空
港
で
テ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
を
行

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
機
体
調
整
を
し
て
本
番
に
臨
む
予

定
で
す
。
今
は
、
７
月
27
日
に
向
け
て
全
力
疾
走
の
つ

も
り
な
ん
で
そ
の
後
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。」
と
力
強
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
番
に
向
け
て
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

「
心
配
は
な
い
と
は
言
え
な
い
け
ど
、
本
番
当
日
は
で

き
る
だ
け
遠
く
に
飛
び
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
記
録
更
新
？ 

必
ず
前
回
、
兄
（
の
時
代
）

の
記
録
（
54
・
51
m
）
は
越
え
ま
す
！
」

「
第
42
回
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
」
は
、
７
月

27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）
に
琵
琶
湖
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

チ
ー
ム
「
鳥
人
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
27
日
滑
空

機
部
門
に
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、
８
月
下
旬
に
は
テ
レ
ビ
放
映
も
あ
る
よ
う
な

の
で
、
現
地
や
お
茶
の
間
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

鳥人間プロジェクトリーダー
齋藤 魁さん
（工学部電子情報通信工学科３回生）

動画
配信中
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？
に
、お
答
え
し
ま
す
！

大
産
大

後
援
会
っ
て
？
&

後
援
会
は
、
在
学
生
の
保
護
者
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
る
団
体
で
す
。
事
務
局
は
大
阪
産
業
大
学

内
に
あ
り
ま
す
が
、
北
陸
、
東
海
、
滋
賀
、
京
都
、

三
重
・
奈
良
、
岡
山
、
西
中
国
、
四
国
の
８
地
区
に
も
支
部

が
あ
り
、
地
域
で
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
本
会
が
発
足

し
て
、
今
年
で
45
年
目
を
迎
え
ま
す
。

後
援
会
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
全
員
が
会
員
で

す
。
入
会
の
た
め
の
特
別
な
手
続
き
は
な
く
、

入
学
と
同
時
に
す
べ
て
の
在
学
生
の
保
護
者

行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
企
業
な
ど
か
ら
講
師
を
お
招
き

し
、
保
護
者
向
け
就
職
講
演
会
を
開
催
。
講
演
会
終
了
後
に

は
、
３
・
４
回
生
以
上
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
就
職
個
別

懇
談
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
主
催
の
事
業
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
催
し
は
、６・

７
月
に
全
国
14
会
場
で
開
催
す
る
地
区
教
育
懇
談
会
で
す
。
大

学
か
ら
各
学
科
の
教
員
や
職
員
が
各
地
に
赴
き
、
個
々
の
学
生

の
修
学
状
況
や
学
生
生
活
に
つ
い
て
、
担
当
教
職
員
と
保
護
者

が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
話
を
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
参

加
し
た
保
護
者
か
ら
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
の
地
区
教
育
懇
談
会
に
つ
い
て
は
P
11
を
参
照
く
だ
さ
い

年
に
２
回
（
６
月
と
12
月
）、
後
援
会
だ
よ
り

「
P

⇔

O
S
U
」
を
発
行
し
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
誌
面
の
中
で
、
後

援
会
主
催
の
催
し
の
お
知
ら
せ
や
事
業
の
報
告
、
保
護
者
に

知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
情
報
を
幅
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

後
援
会
だ
よ
り
を
は
じ
め
保
護
者
向
け
の
情
報
は
、
大
学

W
e
b
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
、
自
動
的
に
後
援
会
の
会
員
に
な
り
ま
す
。
会
費
は
、
授

業
料
（
８
回
）
と
一
緒
に
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

後
援
会
の
目
的
は
、「
大
学
と
家
庭
の
連
絡
を

密
に
し
、
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助
を

行
う
と
と
も
に
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
」。
大
学
と
家
庭
を
つ
な
ぐ
情
報
の
パ
イ
プ
役
で
あ
り
、

よ
り
よ
い
環
境
で
勉
学
・
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
学
生
た
ち

を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
を
対
象
と
し
た
各
種
の
懇
談
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
４
月
の
入
学
式
終
了
後
に
催
し

て
い
る
新
入
生
保
護
者
懇
談
会
で
は
、
学
科
ご

と
の
教
員
紹
介
の
の
ち
、
学
科
教
員
と
の
教
育
懇
談
会
を

Q .1
大
阪
産
業
大
学
後
援
会
っ
て
、

ど
ん
な
会
で
す
か
？

AQ .2

Q .3

後
援
会
に
は
、

誰
で
も
入
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
か
？

後
援
会
の
活
動
内
容
を

分
か
り
や
す
く

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

A

何
を
し
て
い
る
ど
ん
な
会
？

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
「
後
援
会
」
の
こ
と
、

あ
ら
た
め
て
一
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

Q .4

Q .5

学
生
た
ち
や
保
護
者
へ
の

い
ろ
い
ろ
な
援
助
活
動
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

後
援
会
が
発
行
す
る
冊
子

「
P
↑↓
　
　
O
S
U
」（
後
援
会
だ
よ
り
）

の
役
割
は
？

A

A
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大阪産業大学 後援会 会長　　

湊　利恵

会長就任のご挨拶
　後援会の皆さまには日頃より後援会

活動にご理解とご協力をいただき、誠

にありがとうございます。

　平成から令和に代わる節目の年に、

第45回総会におきまして大阪産業大

学後援会会長として、ご承認いただき

ました湊でございます。

　微力ではございますが、皆さまのご

協力をいただきながら一年間しっかり

と役割を果たしたいと考えております

のでどうぞよろしくお願いします。

　後援会は「大学と家庭との連絡を密

にし、学生の福利厚生に対する援助を

行うとともに、大学の発展に寄与する

ことを目的とする。」と会則にあります。

　学生の皆さんへの支援として、学生

主催行事やクラブ活動への援助など実

施させていただいております。

　会員の皆さまには、全国 14地区で

開催します『地区教育懇談会』や会報

誌の発行、ホームページによる広報活

動など行っております。

　学生の保護者である会員の皆さまと

大学との橋渡し役として、後援会の役

割はたいへん重要だと思います。

　皆さまのご支援とご協力をよろしく

お願いします。4年間の大学生活の中

で、社会人として巣立つ準備をしてい

る学生たちが充実したキャンパスライ

フを送れるように支援していきたいと

思います。

重
ね
る
た
び
後
援
会
の
活
動
も
年
々
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
先
輩
の
方
々
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
役
員
と
し
て
、
４
年
間
在
籍
し
て
お
り
、
大
学
の

方
々
や
役
員
の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な
り
、
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
と
思
い
支
部
長
を
お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

三
重
・
奈
良
支
部
で
は
、
活
動
・
会
計
報
告
の
後
に
個

別
懇
談
会
が
あ
り
、
各
学
部
・
学
科
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

（
就
職
支
援
）
等
に
分
か
れ
て
、
子
ど
も
の
学
校
生
活
、

成
績
、
出
席
状
況
、
就
職
活
動
、
資
格
取
得
な
ど
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
職
員
の
方
が
、
個
別
面
談
形
式
で

質
問
や
相
談
を
具
体
的
に
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。ま
た
、

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
は
読
み
取
れ
な
い
こ
と
が

担
当
教
職
員
か
ら
現
在
の
情
報
が
生
で
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。一
人
当
た
り
20
分
と
い
う
時
間
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

時
間
内
に
終
わ
る
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
学
校

生
活
を
気
に
し
て
お
ら
れ
る
方
々
が
自
分
だ
け
で
は
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
親
と
し
て
は
「
４
年
で
卒
業
し

て
ほ
し
い
」
と
心
配
の
気
持
ち
で
懇
談
会
に
出
席
し
て
い

る
方
が
多
い
で
す
。

　

こ
の
地
区
教
育
懇
談
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な
く
て
心

配
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
は
、
一
度
参
加
さ
れ
教
職
員

の
方
々
と
面
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

岡
山
地
区

岡
山
地
区
支
部
長
の
森 

美
枝
で
す
。

　

こ
の
度
、
二
度
目
の
岡
山
地
区
支
部
長
を
お
引
き
受

支部だより

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
森
で
す
。

　

岡
山
支
部
の
活
動
も
今
年
で
29
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
後
援
会
本

部
の
川
合
前
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
常
任
委
員
、
各
支

部
の
役
員
の
皆
さ
ま
の
献
身
的
な
活
動
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

岡
山
支
部
の
活
動
は
、
年
に
３
〜
４
回
の
支
部
会
、

年
１
回
の
地
区
教
育
懇
談
会
、
岡
山
支
部
総
会
が
主
な

活
動
で
す
。

　

支
部
役
員
は
、
現
在
８
名
。
各
地
か
ら
お
集
ま
り
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

支
部
会
は
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
保
護
者
の
集
ま
り
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
学
生
活
や
就
職
活
動
な
ど
不
安

に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
先
輩
保
護
者
の
方
に
相
談
し
た

り
、
皆
で
話
し
合
い
を
し
た
り
と
、
和
気
あ
い
あ
い
楽
し

く
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

去
年
は
、
台
風
に
よ
る
二
度
の
地
区
教
育
懇
談
会
、

岡
山
支
部
総
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
今

年
は
、
よ
り
一
層
素
晴
ら
し
い
会
に
な
る
よ
う
、
支
部
役

員
一
丸
と
な
り
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
多
く
の
保
護
者

の
皆
様
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
出
席
し
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

滋
賀
地
区

滋
賀
支
部
長
の
今
堀
直
子
で
す
。

　

滋
賀
支
部
で
は
、
年
間
５
回
の
常
任
委
員
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
常
任
委
員
会
で
主
に
話
を
し
て
い
る
こ
と
は
、

１
．
本
部
常
任
委
員
会
で
の
報
告　

２
．
７
月
に
行
わ
れ

る
支
部
総
会
・
地
区
教
育
懇
談
会
に
向
け
て
の
準
備
で
す
。

　

一
つ
目
の
本
部
常
任
委
員
会
で
の
報
告
で
は
、
役
員
へ

各
々
が
保
護
者
と
し
て
の
立
場
で
、
報
告
内
容
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
支
部
総
会
・
地
区
教
育
懇
談
会
に
向
け
て
は
、

出
席
下
さ
る
会
員
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
か
つ
、
参
加

し
や
す
く
な
る
た
め
に
は
、
開
催
後
に
は
必
ず
反
省
会
を
行

い
、
そ
こ
で
の
意
見
を
反
映
し
、
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
書
く
と
堅
苦
し
く
思
わ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、役
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、ほ
ぼ
女
性
で
和
気
藹
々

で
会
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

役
員
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
引
き
受
け
る
と
き
に
は

戸
惑
い
や
迷
い
を
持
つ
気
持
ち
だ
っ
た
が
、
引
き
受
け
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

和
や
か
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
い
滋
賀
支
部
で
す
。

新
１
回
生
の
保
護
者
様
、
役
員
立
候
補
し
ま
せ
ん
か
？

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

四
国
地
区

四
国
地
区
支
部
長
の
泉 

和
成
で
す
。

　

大
阪
産
業
大
学
後
援
会
四
国
支
部
は
、
香
川
・
愛
媛
・
高
知
・

徳
島
の
個
性
豊
か
で
自
然
に
溢
れ
た
４
つ
の
県
の
支
部
で
す
。

四
国
支
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、

役
員
会
を
４
県
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
地
の
ア

ク
セ
ス
は
決
し
て
良
く
な
い
の
で
す
が
、
大
阪
産
業
大
学
の

よ
り
一
層
の
発
展
と
親
睦
を
目
的
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
を
補
う
た
め
に
今
年
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
活
用
を
始
め
ま
し
た
。
ま
だ
役
員
の
登
録
な

か
ば
で
す
が
、
頻
繁
な
情
報
交
換
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
情
報
交
換
と
親
睦
の
場
を
増
や
す
た
め
に
各
県

で
の
親
睦
会
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
役
員
の
方
々
か
ら

初
め
て
支
部
の
皆
さ
ま
が
広
く
参
加
で
き
る
場
を
作
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
時
間
は

か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
支
部
の
皆
さ
ま
が
よ
り
大
学
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
後
援
会
の
一
員
と
し
て
皆
さ
ま
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
魅
力
溢
れ
る
四
国
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

三
重
・
奈
良
地
区

三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長
の
中
野
訓
子
で
す
。

　

こ
の
度
、
三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長
を
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
中
野
訓
子
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
支
部
役
員

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
後
援
会
活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

息
子
が
１
年
生
の
時
に
後
援
会
の
支
部
役
員
と
し
て
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
輩
役
員
の
方
々
の
意
見
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
り
年
数
を

動画
配信中
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令
和
元
年
度
は
、
本
会
が
発
足
し
て
45
年
目
で
あ

り
ま
す
。
本
年
度
も
昨
年
ま
で
の
実
績
を
基
に
本
会

の
諸
事
業
を
よ
り
充
実
し
発
展
さ
せ
る
た
め
、
着
実

か
つ
真
摯
な
努
力
を
続
け
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
会
の
趣
旨
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
大
学
と
家
庭

と
の
連
絡
を
密
に
し
、
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る

援
助
を
行
う
と
共
に
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、
従
来
と
も
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
諸
施

策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
引
き
続
き
学

園
の
計
画
に
沿
っ
て
、
よ
り
一
層
よ
い
環
境
で
学
生

達
が
勉
学
・
生
活
で
き
る
た
め
の
援
助
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
、
次
の
通
り
本
年
度
の
事
業
計

画
を
立
て
て
お
り
ま
す
。

１
〉
新
入
生
保
護
者
教
育
懇
談
会
（
４
月
）

入
学
式
の
終
了
後
、
大
学
内
に
お
い
て
新
入
生
の
保
護
者

を
対
象
に
大
学
生
活
等
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
は
4
月
１
日
に
実
施
さ
れ
、
例

年
の
通
り
学
科
毎
に
学
科
教
員
と
の
教
育
懇
談
会
を
行
い

ま
す
。

２
〉
就
職
懇
談
会
（
５
月
）

就
職
懇
談
会
は
、
総
会
（
５
月
11
日
）
当
日
の
午
後
よ
り

保
護
者
向
け
就
職
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

講
演
会
終
了
後
３
・
４
回
生
以
上
の
保
護
者
対
象
就
職
個
別

懇
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

３
〉
地
区
教
育
懇
談
会
（
６
月
末
〜
７
月
）

全
国
14
会
場
で
開
催
し
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
と
し
て
、

修
学
、
学
生
生
活
、
就
職
関
係
等
で
教
職
員
に
よ
る
個
別

懇
談
を
行
い
ま
す
。

後
援
会
よ
り

ご
報
告

令和元年度事業計画

４
〉
後
援
会
だ
よ
り
の
発
行
（
６
月
・
12
月
）

社
会
の
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
、
学
園
と
会
員
間
の
情

報
の
流
れ
を
豊
か
に
且
つ
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、
機

関
誌
広
報
活
動
を
行
い
、
充
実
し
た
内
容
の
会
報
を
年
度

内
に
２
回
（
令
和
元
年
６
月
、
12
月
）
発
行
い
た
し
ま
す
。

５
〉
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助

（
１
）
学
生
が
主
催
す
る
行
事
：
新
入
生
交
流
合
宿
、
大

学
祭
に
対
し
て
援
助
金
を
支
出
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
課
外
活
動
：
課
外
活
動
に
対
し
て
の
援
助
を
行
い

ま
す
。

（
３
）
奨
学
金
：
奨
学
金
貸
与
は
、
１
名
当
た
り
年
間
授

業
料
の
半
額
又
は
30
万
円
を
、
予
算
額
１
，
０
０
０
万
円

以
内
で
、
奨
学
生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

（
４
）
寄
贈
・
贈
呈
：
新
入
生
に
は
バ
ッ
グ
、
卒
業
生
に

は
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

６
〉
学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
援
助

本
年
度
も
よ
り
一
層
の
就
職
活
動
の
支
援
充
実
を
図
る
た

め
、
適
職
診
断
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
模
擬
テ
ス
ト
、
各
種
就
職
対
策

講
座
な
ど
強
力
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

７
〉
支
部
活
動
の
助
成

現
在
、
北
陸
、
東
海
、
滋
賀
、
京
都
、
三
重
・
奈
良
、
岡
山
、

西
中
国
、
四
国
の
８
地
区
に
支
部
が
結
成
さ
れ
て
地
域
で

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
部
・
支
部
の
連
携
を
強

力
に
推
進
し
て
行
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

８
〉
海
外
留
学
・
研
修
の
援
助

国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
一
環
と
し
て
、
学
生
の

海
外
留
学
・
研
修
に
援
助
い
た
し
ま
す
。

９
〉
後
援
会
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

会
員
の
皆
様
と
学
生
が
大
学
生
活
に
つ
い
て
の
情
報
を
共

有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
年
暦
、
学
内

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
記
載
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
各

会
員
の
皆
様
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

よ
り
一
層
よ
い
環
境
で
、

勉
学
・
学
園
生
活
が
で
き
る
た
め
に

＊ 

令
和
元
年
度

　
常
任
委
員
・
幹
事
選
出 

＊

〔
後
援
会
常
任
委
員
・
幹
事
〕

会
長

　

湊 

利
恵
（
経
営
学
科
）

副
会
長

　

服
部 

香
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

明
田 

哲
治
（
経
営
学
科
）

会
計
委
員

　

大
坪 

み
ゆ
き
（
国
際
経
済
学
科
）

　

塚
田 

賀
代
（
国
際
学
科
）

会
計
監
査

　

藤
田 

仁
美
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

有
元 

美
彩
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

笹
川 

正
明
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

常
任
委
員

　

森
田 

孝
司
（
経
営
学
科
）

　

宮
脇 

三
徳
（
都
市
創
造
工
学
科
）

　

中
村 

浩
江
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

井
上 

由
佳
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

小
林 

知
子
（
国
際
学
科
）

　

小
笠
原 

通
晴
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

西
村 

人
美
（
商
学
科
）

　

東 

博
美
（
経
済
学
部
）

　

笹
山 

茂
（
経
済
学
部
）

　

川
村 

美
保
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

藤
村 

知
子
（
国
際
学
科
）

　

平
本 

令
子 

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

松
本 

英
理
（
経
営
学
科
）

　

遠
藤 

真
理　
（
経
済
学
部
）

　

山
本 

昌
代
（
経
済
学
部
）

　

浅
田 

泉
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

北
陸
地
区
支
部
長

　

西
田 

法
子 

（
経
営
学
科
）

東
海
地
区
支
部
長

　

宇
都 

久
幸
（
機
械
工
学
科
）

滋
賀
地
区
支
部
長

　

今
堀 

直
子
（
経
営
学
科
）

京
都
地
区
支
部
長

　

前
野 

智
美
（
経
済
学
科
）

三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長

　

中
野 

訓
子
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

岡
山
地
区
支
部
長

　

森 

美
枝
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

西
中
国
地
区
支
部
長

　

田
中 

修
司
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

四
国
地
区
支
部
長

　

泉 
和
成
（
国
際
経
済
学
科
）

幹
事
長

　

藤
岡 

克
則

　
　

学
生
部
長
／
国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

幹
事

　

大
津
山 

澄
明

　
　

教
務
部
長
／
工
学
部
教
授
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

倉
橋 

幸
彦

　
　

国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

　

宮
本 

忠
吉

　
　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

矢
寺 

顕
行

　
　

経
営
学
部
准
教
授
（
経
営
学
科
）

　

福
森 

徹

　
　

経
営
学
部
准
教
授
（
商
学
科
）

　

齋
藤 

立
滋

　
　

経
済
学
部
准
教
授
（
経
済
学
科
）

　

服
部 

純
典

　
　

経
済
学
部
准
教
授
（
国
際
経
済
学
科
）

　

杉
村 

明
彦

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

　

並
川 

誠

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

金
澤 

成
保

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
環
境
理
工
学
科
）

　

杉
山 

幸
三

　
　

工
学
部
講
師
（
機
械
工
学
科
）

　

橋
本 

健
二

　
　

工
学
部
講
師
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

大
前 

達
彦

　
　

工
学
部
講
師
（
都
市
創
造
工
学
科
）

　

岩
田 

明
彦

　
　

工
学
部
教
授
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

吉
田 

武
則

　
　

全
学
教
育
機
構
講
師

　

勝
野 

友
之

　
　

事
務
部
長

　

吉
井 

義
郎

　
　

学
生
部
次
長

　

小
西 

正
彦

　
　

教
務
部
次
長

　

中
川 

易

　
　

就
職
支
援
課
長

　

北
村 

友

　

 　

庶
務
課
長

　

店
家 

潤
治

　
　

後
援
会
担
当



 

藤
岡
幹
事
長（
学
生
部
長
、国
際
学
部
教
授
）

９
、
閉
会
の
辞

 

川
村
常
任
委
員
総
会
が
無
事
終
了
で
き

た
こ
と
に
つ
い
て
の
謝
意
と
湊
会
長
以

下
役
員
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
方
共
々

の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
大
阪
産
業

大
学
な
ら
び
に
同
後
援
会
が
益
々
発
展

す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
旨
述
べ
ら
れ
閉

会
し
た
。

 

新
元
号
と
と
も
に
、
女
性
の
新
会
長
の
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新役員のもと
45年目の
会が始動

第 45 回 定 期 総 会
2019年
5月11日

一
、
開
催
日
時

令
和
元
年
５
月
11
日
（
土
）

11
時
〜
11
時
40
分

二
、
開
催
場
所

大
阪
産
業
大
学
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
出
席
者

　

後
援
会
側

川
合
会
長
、
永
田
副
会
長
、
河
村
副
会
長
、

田
首
会
計
委
員
、
湊
会
計
委
員
、
松
田
会　
　
　
　

計
監
査
、
服
部
会
計
監
査
、（
以
下
常
任
委
員
）

森
田
、
大
坪
、
藤
田
、
塚
田
、
有
元
、
明
田
、

中
村
、
小
笠
原
、
笹
川
、
川
村
、
藤
村
、
平
本
、

松
本
、
遠
藤
（
以
下
支
部
長
）
西
田
、
宇
都
、

今
堀
、
森
、
田
中　

出
席
会
員
26
名

四
、
総
会
次
第
（
司
会
：
川
村
常
任
委
員
）

１
、
開
会
の
辞　

川
村
常
任
委
員

２
、
後
援
会
役
員
お
よ
び
大
学
関
係
者 

 

の
紹
介

３
、
会
長
挨
拶　

川
合
会
長

４
、
学
長
挨
拶　

中
村
学
長

５
、
議
事
Ⅰ

後
援
会
会
則
第
13
条
１
項
に
よ
り
、
川

合
会
長
が
議
長
に
な
る
。

（
１
）
平
成
30
年
度
会
務
報
告  

 

河
村
副
会
長
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
報

告
が
あ
っ
た
。

（
２
）
平
成
30
年
度
会
計
収
支
報
告

 

田
首
会
計
委
員
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き

報
告
が
あ
っ
た
。 新

年
度
を
迎
え
、
恒
例
の
定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
会
務
報
告
や
会
計
報
告
に
つ
づ
き
、
令
和
元
年
度
の
役
員
選
出
が

議
長
に
一
任
さ
れ
、
新
会
長
は
じ
め
計
32
名
の
新
役
員
が
決
定
。

後
援
会
発
足
45
年
目
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

川
合
前
会
長
、
１
年
間
の
重
責
、
た
い
へ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

湊
新
会
長
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

（
３
）
松
田
会
計
監
査
よ
り
平
成
30
年
度
会
計

処
理
に
つ
い
て
監
査
の
結
果
、
そ
の
経

理
処
理
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨
、

報
告
が
あ
っ
た
。

（
４
）
平
成
30
年
度
公
認
会
計
士
調
査
報
告

 

玉
山
公
認
会
計
士
よ
り
一
般
会
計
・
奨

学
基
金
会
計
・
特
別
会
計
の
収
支
決
算

報
告
書
及
び
財
産
目
録
等
の
調
査
を
実

施
結
果
、
特
段
報
告
す
べ
き
事
項
は
発

見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

 
以
上
の
報
告
説
明
に
つ
い
て
は
、
一
括

審
議
と
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
５
）
令
和
元
年
度
役
員
選
出

 

議
長
よ
り
会
則
第
９
条
２
項
に
よ
り
、
総

会
で
選
出
を
説
明
し
、
選
出
は
議
長
一
任

で
承
認
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
Ｐ
５
下
段
に
掲
載
）

６
、
新
会
長
挨
拶

 

新
役
員
選
考
の
結
果
、
役
員
８
名
を
含

む
常
任
委
員
32
名
紹
介
さ
れ
た
。

　
　

湊
新
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

７
、
議
事
Ⅱ

 

後
援
会
会
則
第
13
条
１
項
に
よ
り
、
湊

会
長
が
議
長
に
な
る
。

（
１
）
令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）

 

服
部
副
会
長
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
説

明
が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
２
）
令
和
元
年
度
収
支
予
算
（
案
）

 

大
坪
会
計
委
員
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き

説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

８
、
幹
事
長
挨
拶

誕
生
と
、
後
援
会
に
も
新
し
い
風
が
舞

い
込
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

 

同
日
午
後
か
ら
、
保
護
者
向
け
就
職
講

演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
大
学

３
・
４
回
生
以
上
保
護
者
対
象
の
個
別
懇

談
会
が
各
学
科
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
熱

心
に
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成30年度会務報告を行う川合前会長と前
役員の方々。

新しく選出された湊新会長と新役員の方々。



　

今
年
度
の
新
入
学
生
は
総
計
２
，

０
８
５
名
。
会
場
の
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

総
合
体
育
館
の
舞
台
に
は
、
建
学
の
精

神
で
あ
る
「
偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
の
垂
れ
幕
が
掲

げ
ら
れ
、
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
入
生
た
ち
を
迎

え
ま
す
。
用
意
さ
れ
た
座
席
は
早
々
に
満
席
に
な
り
、

メ
イ
ン
会
場
に
入
り
き
れ
な
か
っ
た
保
護
者
は
別
会
場

で
モ
ニ
タ
ー
ご
し
に
式
典
を
見
守
る
こ
と
に
。
入
学
許

可
宣
言
に
続
く
式
辞
の
中
で
中
村
康
範
学
長
は
、「
今

日
か
ら
始
ま
る
大
学
生
活
で
培
う
経
験
を
通
し
て
、
ど

ん
な
強
風
に
あ
っ
て
も
ぶ
れ
な
い
、
自
身
の
錨
〝
キ
ャ

リ
ア
ア
ン
カ
ー
〞
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
て
行
く
こ
と

に
な
る
新
入
生
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
を
見
守
っ
て
い
く

保
護
者
に
と
っ
て
も
、
心
に
響
く
お
話
で
し
た
。
校
歌
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

大学を挙げて
新入生の門出を祝福！

入学宣誓式

平
成
31
年
度
の
大
学
お
よ
び
大
学
院

の
入
学
宣
誓
式
が
行
わ
れ
、
花
冷
え

の
一
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
歓
迎
ム
ー
ド

一
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

斉
唱
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
お
祝
い
演
奏
で
式
が
終
了
し

た
の
ち
は
、
学
生
に
よ
る
新
入
生
歓
迎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

鳥
人
間
や
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
な
ど
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共
育
の
紹
介
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
約
40
団
体
に
よ
る

一
言
ア
ピ
ー
ル
の
ほ
か
、
新
入
生
全
員
を
巻
き
込
ん
だ

自
己
紹
介
タ
イ
ム
も
。
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
の

迫
力
あ
る
応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
会
場
を
大
い
に
湧

か
せ
ま
し
た
。

2019年
4月1日

写真上から、学長から新入生代表への「入学許可宣
言」、後援会・川合会長のご挨拶、「舞龍団」による
歓迎の演舞、チアリーディングチームのパフォーマ
ンス。

当日配布された案
内パンフレット。

動画
配信中
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親も知っておきたい
大学生活の情報が満載

新入生保護者教育懇談会
2019年
4月1日

懇談会への参加者は年々増えており、保護者の関心の高さがうかがえます。

参加者に
聞きました

懇
談
会
に
参
加
さ
れ
た
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
今
ど
き
の

大
学
と
保
護
者
の
あ
り
方
に
驚
き
つ
つ
も
、
前
向
き
な
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
」と
実
感
！

　

履
修
す
る
科
目
は
本
人
が
申
請
し
て
登
録
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
ま
ず
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
、
何
が
大
切
か
、
ご
く
基
本
的
な
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
た
ら
、
子
ど
も

に
し
っ
か
り
と
念
押
し
し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

経
済
学
部

野
津
郁
子
さ
ん
・
山
本
敦
子
さ
ん
・
吉

田
公
子
さ
ん
（
左
よ
り
）

　

入
学
し
た
ば
か
り
で
就
職
活
動
の
話
が
多
く
て

び
っ
く
り
。
自
分
た
ち
の
頃
と
は
違
う
と
痛
感
し

ま
し
た
。
子
ど
も
の
学
校
に
関
わ
る
の
は
高
校
ま

で
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
意
識
を
変
え
な
い
と
。

大
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
点

は
安
心
で
す
。

経
営
学
部 

経
営
学
科

金
田
奈
那
さ
ん

　

ア
ル
バ
イ
ト
も
大
事
だ
が
学
業
優
先
で
。
家
庭
内

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
。
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ

で
も
仲
間
づ
く
り
を
。
な
ど
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
話

が
多
く
為
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
は
母
親
ま
か
せ

で
す
が
、
男
同
士
で
話
を
す
る
き
っ
か
け
に
し
ま
す
。

経
済
学
部

山
本
義
則
さ
ん
・
千
鶴
子
さ
ん

　

本
人
が
選
ん
だ
都
市
創
造
工
学
の
内
容
が
具
体
的

に
わ
か
り
、
少
し
将
来
像
も
見
え
ま
し
た
。
留
年
す

る
学
生
は
先
生
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

希
薄
と
い
う
お
話
に
ギ
ク
リ
。
２
年
生
か
ら
専
門
科
目

が
増
え
る
の
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

工
学
部 

都
市
創
造
工
学
科

小
南
実
さ
ん
・
佐
智
子
さ
ん

入
学
宣
誓
式
の
後
は
学
部
・
学
科

ご
と
に
分
か
れ
、「
新
入
生
保
護
者

教
育
懇
談
会
」
を
開
催
。
出
席
者

は
１
，
１
０
２
名
に
上
り
ま
し
た
。

動画
配信中

　

懇
談
会
で
は
、
各
学
部
・
学
科
の
学

び
の
内
容
、
教
員
紹
介
の
ほ
か
、
履
修

や
出
席
、
試
験
に
つ
い
て
の
基
本
情
報
、

直
近
の
就
職
状
況
の
報
告
、
就
職
活
動
や
学
生
生
活
に

つ
い
て
の
注
意
事
項
、
学
生
相
談
室
や
奨
学
金
、
下
宿

や
ア
ル
バ
イ
ト
紹
介
と
い
っ
た
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
詳
細
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
保
護
者
も
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」「
折
に
触
れ
て

親
御
さ
ん
か
ら
も
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
事
柄
が

多
く
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。

保
護
者
が
子
ど
も
の
大
学
生
活
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

べ
き
か
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。



湊利恵新会長の就任のご挨拶
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

参加者に
聞きました

就
職
講
演
会
、
就
職
個
別
懇
談
会
の
終
了
後
、

参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
々
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

「
来
て
よ
か
っ
た
」「
勉
強
に
な
っ
た
」

と
い
う
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
の
準
備
は
早
い
に
こ
し

た
こ
と
は
な
い
と
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
本
人
は
入
学
し
た
て
で
ま
だ
何

も
考
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
目
標

を
早
め
に
定
め
、
充
実
し
た
大
学
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
活
用
し
て
早
め
早

め
に
対
応
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

つ
も
り
。
１
年
の
今
、
聞
い
て
お
い
て

よ
か
っ
た
で
す
。

経
営
学
部　

商
学
科
（
１
年
）

高
田
章
さ
ん
・
真
見
さ
ん

　

講
師
の
先
生
は
お
二
人
と
も
話
の

テ
ン
ポ
が
よ
く
、
２
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。
内
容
も
と
て
も
具
体

的
で
、
役
立
つ
情
報
ば
か
り
。
聞
き

逃
す
ま
い
と
必
死
で
メ
モ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
労
働

条
件
だ
け
で
企
業
を
選
ば
な
い
」
と
い

う
こ
と
や
「
親
は
見
守
り
役
に
徹
す

る
」
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

工
学
部　

電
子
情
報
通
信
工
学
科
（
２
年
）

紺
谷
明
利
さ
ん
・
久
美
さ
ん

平成から令和へ
後援会も新体制に

定期総会

新
年
度
恒
例
の
定
期
総
会
が
大
学
本

館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
か
ら
令
和
へ
の
御
代
が
わ

り
と
も
重
な
り
、
気
持
ち
も
新
た
な

活
動
開
始
に
！

新
役
員
32
名
で
始
動

2019年
5月11日

動画
配信中

　

冒
頭
の
ご
挨
拶
で
、
後
援
会
か
ら
学

園
創
立
90
周
年
記
念
事
業
へ
の
寄
付
に
対
し
、
中
村
学

長
か
ら
感
謝
の
言
葉
と
寄
付
金
の
活
用
事
例
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
事
前
半
は
、
平
成
30
年
度
の

会
務
・
会
計
収
支
・
会
計
監
査
な
ど
の
報
告
。
新
年
度

の
役
員
選
出
に
よ
り
湊
利
恵
新
会
長
は
じ
め
32
名
の

新
役
員
が
決
定
し
、後
半
は
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
・

収
支
予
算
案
の
説
明
。
会
場
の
来
場
者
か
ら
も
、「
地

区
教
育
懇
談
会
」
を
大
学
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
、
学

生
の
教
材
の
再
利
用
を
、
な
ど
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
行
な
わ
れ
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
学

生
食
堂
で
の
試
食
体
験
も
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
大
好

評
で
し
た
。

すべての報告・説明が異議なく承認され、
新体制のもと無事に総会は閉会となりま
した。

川合正哉前会長のご挨拶

当日配付された第45回定期総会議案書



　

講
演
に
先
立
ち
、
中
山
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
長
か
ら
就
職
状
況
の
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
の
大
産
大
の
就
職
決
定
率
B
（
卒
業
者

数
÷
就
職
者
数
）
は
87
・
８
%
。
こ
こ
数
年
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
大
手
企
業
就
職
者
数
も
安
定
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
と
あ
わ
せ
、
家
庭
で

の
情
報
共
有
や
支
援
の
必
要
性
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

有
効
活
用
を
、
と
い
う
お
話
も
。
続
く
講
演
会
は
、
企

業
の
人
事
担
当
だ
っ
た
ご
経
験
も
あ
る
経
営
学
科
の
井

上
仁
志
教
授
に
よ
る
「
就
職
春
の
陣
・
大
産
大
生
の
戦

い
方
」、
綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社
（
A
L
S
O
K
）
の

現
役
人
事
採
用
担
当
者
様
に
よ
る
お
話
の
二
本
立
て
で
、

具
体
的
な
情
報
満
載
の
濃
密
な
内
容
。
講
演
終
了
後
は
、

学
科
ご
と
に
分
か
れ
３・４
年
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
「
就
職
個
別
懇
談
会
」
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

最新の就活情報に
保護者も興味津々

保護者向け就職講演会＆就職個別懇談会
2019年
5月11日
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定
期
総
会
に
つ
づ
き
午
後
か
ら
は
、

就
職
講
演
会
と
個
別
懇
談
会
。
講
演

後
の
質
問
や
相
談
も
相
次
ぎ
、
保
護

者
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

経営学科井上仁志教授の講演

　

他
大
学
を
卒
業
し
た
上
の
子
の

と
き
は
、
就
活
に
つ
い
て
わ
か
ら
ず

じ
ま
い
。
今
回
、
就
活
の
状
況
を
初

め
て
知
っ
て
驚
く
こ
と
ば
か
か
り
で

す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
先
生
や

企
業
の
人
事
の
方
の
お
話
な
ど
が
わ

か
り
や
す
く
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

経
営
学
部　

経
営
学
科
（
１
年
）

永
冶
秀
樹
さ
ん
・
浩
子
さ
ん

　

子
ど
も
は
４
年
生
で
就
活
真
っ
最

中
。
今
日
は
担
当
の
先
生
に
質
問
と

相
談
が
あ
っ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。

聞
き
た
か
っ
た
こ
と
を
伺
え
、
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用
法
や
「
学
科

の
こ
の
先
生
に
も
相
談
し
て
は
」
な

ど
具
体
的
な
回
答
を
い
た
だ
け
て
心

強
い
で
す
。

工
学
部　

交
通
機
械
工
学
科
（
４
年
）

足
助
江
美
さ
ん

　

子
ど
も
自
身
に
聞
か
せ
た
い
話

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
も
３
年
生
の
と
き
に
来
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
！
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

A
L
S
O
K
の
人
事
採
用
担
当
の
方

の
「
学
生
の
ど
こ
を
見
て
い
る
か
」

と
い
う
お
話
も
説
得
力
が
あ
り
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

人
間
環
境
学
部　

生
活
環
境
学
科
（
４
年
）

奥
村
文
浩
さ
ん
・
礼
美
さ
ん

学
生
・
大
学
・
家
庭
が

三
位
一
体
で
就
活
を
！

中山キャリアセンター長による就職概況

配付の資料は保存版に！

ALSOK人事採用担当者様のお話



先
生
と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
懇
談
や　
　

４
年
生
に
よ
る
就
活
体
験
発
表
も

　
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
は
、
後
援
会
が
主
催
す
る
事
業
の

中
で
も
、
も
っ
と
も
重
要
な
催
し
の
ひ
と
つ
。
今
年
も
下
記

の
14
会
場
に
、
先
生
方
を
は
じ
め
就
職
や
学
生
生
活
の
担
当

職
員
の
方
に
ご
出
張
い
た
だ
き
、
保
護
者
と
の
個
別
懇
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
わ
が
子
の
出
席
状
況
や
履
修
票
、
成
績
な

ど
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
学
科
の
先
生
と
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
話
が
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
心
配

ご
と
の
相
談
に
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
昨
年

度
の
参
加
者
は
、
計
６
０
８
名
。
多
く
の
保
護
者
の
方
々
か

ら
、「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
好
評
を
う
け
て
、
今
年
も
14
会
場
に
お
い

て
、
大
産
大
の
現
役
４
年
生
が
自
ら
の
就
活
体
験
を
壇
上
で

語
る
「
就
職
活
動
体
験
発
表
」
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当

日
の
全
体
会
議
の
中
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の

方
よ
り
、
今
年
度
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
最
新
の
概
況
説
明

も
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
の
実
施
に
あ
た
り
、
大
学
の
教
職

員
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
よ
り

ご
案
内

昨
年
も
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
好
評
を
博
し
た

「
地
区
教
育
懇
談
会
」
を
６
月
〜
７
月
に
開
催
し
ま
す
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

子
ど
も
の
学
生
生
活
を
知
る
チ
ャ
ン
ス

年
に
一
度
の
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

2018年の大阪地区・兵庫地区の懇談会の様子。学部ごとに懇談席が設けられて行われました。
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６
月
29
日
〜
７
月
21
日
ま
で
の
土
・
日
曜
に
、

全
国
14
会
場
で
順
次
開
催
し
ま
す
。

お
近
く
の
会
場
は
も
ち
ろ
ん
、

ど
ち
ら
の
会
場
に
出
席
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

地
区
教
育
懇
談
会
／
会
場
と
日
程

2019年度地区教育懇談会 　　　  開催されます！

。

出欠ハガキ
はもう

出されまし
たか？　

保護者ポー
タルからも

申込が可能
です

九州地区

岡山地区（支部総会有り）

関東地区

兵庫地区

東海地区（支部総会有り）

北陸地区（支部総会有り）

京都地区（支部総会有り）

四国地区（支部総会有り）

和歌山地区

滋賀地区（支部総会有り）

三重・奈良地区（支部総会有り）

西中国地区（支部総会有り）

山陰地区

大阪地区

6月29日（土）

6月29日（土）

6月29日（土）

6月30日（日）

6月30日（日）

7月6日（土）

7月7日（日）

7月7日（日）

7月7日（日）

7月13日（土）

7月13日（土）

7月14日（日）

7月14日（日）

7月21日（日）

12：30～14：00

11：30～14：00

12：30～14：00

12：30～14：00

11：30～14：00

12：30～14：00

12：30～14：00

11：30～14：00

12：30～14：00

12：30～14：00

11：30～14：00

11：30～14：00

12：30～14：00

12：30～14：00

オリエンタルホテル福岡 博多ステーション

ホテルグランヴィア岡山

ガーデンシティー品川

ANAクラウンプラザホテル神戸

名鉄ニューグランドホテル

ANAクラウンプラザホテル金沢

メルパルク京都

JRホテルクレメント高松

ホテルグランヴィア和歌山

クサツエストピアホテル

ホテル日航奈良

広島ガーデンパレス

米子ワシントンホテルプラザ

シェラトン都ホテル大阪

地　区 日　時 受付時間 会　場

まもな
く

動画
配信中



　

平
成
31
年
３
月
19
日
（
火
）、
平
成
30
年
度
大
阪
産
業
大

学
大
学
院
学
位
授
与
式
お
よ
び
大
阪
産
業
大
学
卒
業
式
が
挙

行
さ
れ
、
大
学
院
38
名
、
大
学
1
，
4
7
7
名
に
学
位
記

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　

中
村
学
長
は
式
辞
で
、
必
ず
訪
れ
る
転
機
を
積
極
的
に
利

用
す
る
た
め
、
自
身
の
「
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ン
カ
ー
」
を
見
つ

け
る
こ
と
。
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
で
は
、
チ
ャ
ン
ス
を
好

機
に
変
え
る
た
め
に
、

　
「C

uriosity

」
好
奇
心
、

　
「P

ersistence

」
持
続
性
、

　
「Flexibility

」
柔
軟
性
、

　
「O

ptim
ism

」
楽
天
性
、

　
「R

isk-Taking

」
危
険
を
覚
悟
す
る
こ
と
、

を
敏
感
に
感
じ
取
り
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
と
述
べ
、
卒
業
生

た
ち
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。 

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

平
成
30
年
度
大
阪
産
業
大
学
大
学
院

学
位
授
与
式
お
よ
び
大
阪
産
業
大
学

卒
業
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

平成30年度 学位授与式・卒業式
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動画
配信中

阪駒祭実行委員長の酒井百合香さんに、前
後援会会長川合氏より表彰状が授与された。



1

2

3

4 5

6
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※画像はすべてイメージです

1
12号館
1F

2
クリスタル
テラス
2F

3

　

４
月
１
日
入
学
式
の
後
、学
内
６
カ
所
の
「
学

食
」
が
新
装
開
店
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
と
、
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を

含
め
、
１
年
以
上
前
か
ら
学
生
の
皆
さ
ん
に
も

企
画
コ
ン
セ
プ
ト
段
階
か
ら
参
画
し
て
い
た
だ

き
、
学
生
目
線
の
食
堂
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

女
子
学
生
の
増
加
に
伴
い
、「
ジ
ョ
リ
ー

（
16
号
館
１
Ｆ
）」
で
は
、
焼
き
た
て
パ
ン
や
ス

イ
ー
ツ
を
メ
イ
ン
と
し
た
カ
フ
ェ
も
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

価
格
の
手
頃
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
美
味
し
さ
と

健
康
面
で
学
生
の
み
な
さ
ん
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
メ
ニ
ュ
ー
構
成
に
配
慮

し
た
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
学
食
は
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
の

で
、
大
学
に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
様
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
伴
い
、
学

生
の
憩
い
の
場
と
し
て
16
号
館
３
Ｆ
に

「
90
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
の
待
ち
合
わ
せ
や
、
自
習
・

レ
ポ
ー
ト
作
成
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
学

生
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
は
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
の
発
表
会
な
ど
様
々
な
用
途
で
利
用

可
能
で
す
。

　

90
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
後

援
会
か
ら
の
寄
付
も
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
目
線
に
立
っ
た
面
白
い
作
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
左
の
写
真
か
ら
Ａ

Ｒ
パ
ノ
ラ
マ
画
像
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

本館B1
ぷろーじっと！ ラ・フォーレ Sky Blue（スカイブルー）

4
16号館
1F

5
新クラブ
ハウス
1F

6
16号館
2F

ふじカツ JOLIE（ジョリー） Grass Space
（グラススペース）

す
べ
て
の「
学
食
」が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！！

90
H
A
L
L
が
誕
生
！！

ナ
イ
ン
テ
ィ
ホ
ー
ル

学食体験中の後援会役員の皆さん

OSU Gakushoku Guide Map

6つの学食が
リニューアル・
オープン！！

ReNEWAL

 360°
パノラマ



「ご利用の保護者の
方々から、こんな
メッセージをいただ
きました」

 

「
後
援
会
だ
よ
り
」
最
新
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
と
大
阪
産
業
大
学
を
繋
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌

で
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
代
わ
る
節
目
の

年
の
５
月
11
日
に
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
湊
利

恵
新
会
長
と
と
も
に
32
名
の
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
45
年
目
の
会
が
始
動
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
お
届
け
す
る
１
０
３
号
で
は
、
第

45
回
定
期
総
会
に
お
い
て
新
会
長
に
ご
就
任
さ

れ
た
湊
利
恵
様
の
ご
挨
拶
と
と
も
に
、
令
和
元
年

度
の
事
業
計
画
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

各
支
部
の
紹
介
を
中
心
に
、
上
期
の
後
援
会
の
活

動
を
報
告
し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
６
月
末
か

ら
７
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
地
区
教
育
懇

談
会
の
お
知
ら
せ
を
は
じ
め
、
４
月
１
日
に
キ
ャ

ン
パ
ス
の
全
て
の
「
学
食
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
こ
と
も
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
越
し
の
際
に
は
、

新
し
く
な
っ
た
学
食
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
３
年
ぶ
り
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
育

「
鳥
人
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
『
第
42
回
鳥
人
間

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
』
滑
空
機
部
門
に
出
場
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
７
月

27
日
・
28
日
に
琵
琶
湖
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
学
生
（
ご
子

女
）
と
大
学
を
繋
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
保
護
者

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。「
保
護
者
ポ
ー
タ
ル
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
方

法
と
提
供
し
て
い
る
情
報
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
ペ
ー
ジ
上
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
後
援
会
活
動
を
通
し
、
本
学
が
さ

ら
な
る
発
展
を
期
す
る
よ
う
、
ご
協
力
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
幹
事
長　

学
生
部
長　

藤
岡
克
則

編
集
後
記
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「保護者ポータルサイト」
へのアクセス

大阪産業大学 保護者ポータルサイト

1.  お知らせ、個人伝言
大阪産業大学及び後援会から最新の話題や情報等を提供
する掲示板です。

2.  時間割
ご子女が履修している時間割を閲覧することができます。

3.  イベント一覧
後援会が実施する地区教育懇談会、定期総会などの参加
の申込みをすることができます。

4.  成績表ダウンロード
ご子女の成績表をダウンロードすることができます。

5.  メール通知設定
大阪産業大学及び後援会からのお知らせやイベントの
開催案内などをメールでも通知します。

〓主な機能〓

使っていますか？「保護者ポータルサイト」！
大阪産業大学では、保護者と学生（ご子女）と大学を繫ぐツールとして、「保護者ポータルサイト」を発信しています。インターネット

を通じ、「お知らせ」や「イベント案内」などの最新情報やご子女の時間割や成績表も確認できる独自のWebシステムです。ぜひ、

ご活用いただきますようご案内いたします。

ＡＲ画面下の
[ 保護者ポータル
サイト ] からも
アクセスできます

「お知らせ」でインフルエンザ
予防接種の割引があると知っ
て、すぐに受けさせました。

奨学金申請の締切日が「お
知らせ」に載っていて助
かりました。

「イベント一覧」から地区教育
懇談会の参加申し込みが簡単
にできて便利でした。

「成績表ダウンロード」から子供の成績チェッ
クができるので、いろいろ話ができました。

「時間割」をチェック
して今、授業中かが
分かるので連絡しや
すくなりました。

「時間割」で、今日何
時頃に帰ってくるのか
分かるようになった。

「時間割」チェックで注
意したら、サボることが
無くなったかな（笑）。



1
0
3
号

2
01
9
年
6
月
発
行（
令
和
元
年
度
第
1
号・通

巻
1
0
3
号
）

　
今
年
度
の
新
入
学
生
は
総
計
２
，

０
８
５
名
。
会
場
の
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

総
合
体
育
館
の
舞
台
に
は
、
建
学
の
精

神
で
あ
る
「
偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
の
垂
れ
幕
が
掲

げ
ら
れ
、
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
入
生
た
ち
を
迎

え
ま
す
。
用
意
さ
れ
た
座
席
は
早
々
に
満
席
に
な
り
、

メ
イ
ン
会
場
に
入
り
き
れ
な
か
っ
た
保
護
者
は
別
会
場

で
モ
ニ
タ
ー
ご
し
に
式
典
を
見
守
る
こ
と
に
。
入
学
許

可
宣
言
に
続
く
式
辞
の
中
で
中
村
康
範
学
長
は
、「
今

日
か
ら
始
ま
る
大
学
生
活
で
培
う
経
験
を
通
し
て
、
ど

ん
な
強
風
に
あ
っ
て
も
ぶ
れ
な
い
、
自
身
の
錨
〝
キ
ャ

リ
ア
ア
ン
カ
ー
〞
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
て
行
く
こ
と

に
な
る
新
入
生
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
を
見
守
っ
て
い
く

保
護
者
に
と
っ
て
も
、
心
に
響
く
お
話
で
し
た
。
校
歌
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

大学を挙げて
新入生の門出を祝福！

入学宣誓式

平
成
31
年
度
の
大
学
お
よ
び
大
学
院

の
入
学
宣
誓
式
が
行
わ
れ
、
花
冷
え

の
一
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
歓
迎
ム
ー
ド

一
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

斉
唱
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
お
祝
い
演
奏
で
式
が
終
了
し

た
の
ち
は
、
学
生
に
よ
る
新
入
生
歓
迎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

鳥
人
間
や
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
な
ど
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共
育
の
紹
介
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
約
40
団
体
に
よ
る

一
言
ア
ピ
ー
ル
の
ほ
か
、
新
入
生
全
員
を
巻
き
込
ん
だ

自
己
紹
介
タ
イ
ム
も
。
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
の

迫
力
あ
る
応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
会
場
を
大
い
に
湧

か
せ
ま
し
た
。

2019年
4月1日

写真上から、学長から新入生代表への「入学許可宣
言」、後援会・川合会長のご挨拶、「舞龍団」による
歓迎の演舞、チアリーディングチームのパフォーマ
ンス。

当日配布された案
内パンフレット。

動画
配信中


